
ー効果を目に見える形で提示していくこと
を目指します。
　その一つとして、難関試験の合格者を増
やしていくことがあります。司法試験、公
務員採用試験、公認会計士試験、税理士試
験といった試験について、３学部が神田に
ある意義を証明していきたいと考えます。
尾池学長◦本年は東日本大震災から10年目
に入り、復興期を乗り越え、復活、再生を
していく時期に入ったと定義しています。
学生の数も増加傾向にあり、文科省から学
科の改組、改革をしても良いという判断を
いただける状況になりました。我々として
は自分達が次に何をやりたいかを明確にし、
高校生、保護者、あるいは地域に伝える必
要性を感じています。
　これからは地域と共生する学科に加え、
日本全国あるいは世界に発信できる学科の

併存が必要ではないかと。具体的には経営
学部の新学科設置を考えています。データ、
情報をマネジメントし、社会科学的、ある
いは自然科学的な意味づけができる人を育
てて輩出していけば、地域、国を問わず対
応でき、社会に貢献できます。いずれはそ
れが評価され、ひいては石巻専修大学が魅

致団結し、両大学への強力なご支援をお願
いいたします。

新たな価値を創設し
大学の魅力を訴求する
編集部◦みなさん節目の年として重要にな
ると実感していらっしゃいますが、専修大
学150年、石巻専修大学40年へ向け、日髙
理事長、佐々木学長、尾池学長より大学構
想をお聞かせください。
日髙理事長◦これまで140周年に向けて、学
部・学科改組、新学科設置と、専修大学の
大学改革の基盤整備を行いました。いわば、
教育体制の器づくりを行ったわけです。150
年に向けて、その実質を求め、今後10年間
で高みを目指し、躍進を目指すところです。
これが最も重要であり、そのために有為な
人材を育て、大学はステップアップをして
いくことを目標としています。
　構想としては、若い方の意見を吸収しな
がら目標、アドバルーンをつくっていくべ
きで、質を維持していかなければならない。
その仕掛けをどうするか、ということを考
えています。
佐々木学長◦日髙先生がおっしゃったよう
に一連の改革の流れが、基盤づくりの完成
を迎えます。そこへ新しい仕組みを取り込
み、魅力の部分を外部にアピールし、大学
としてブランド価値を高める努力が必要で
あると感じています。
　生田キャンパスには経済、経営、文、人
間科学、ネットワーク情報という学部のラ
インナップで、領域に応じて統計的な手法
を使い、知見を発信するという、ビッグデ
ータを活用できる状態にあります。「生田
データサイエンス・ヒルズ」という言葉を
使い、興味深いことをしているキャンパス
として学生、さらには社会全体に評価して
もらうことを目指します。
　神田キャンパスは新校舎も完成しつつあ
り、関係者、周辺の方々からも注目をいた
だいています。こちらも魂を入れていく作
業が必要で、法、商、国際コミュニケーシ
ョンという３学部が集まったことのシナジ

力ある大学になると想定しています。
　ほかにも理工学部の改革や、１年次はＡ
ＩやＩｏＴといった基礎を学び、２年次か
ら学科も含めてコースを選ぶような体制づ
くりを計画中です。

「建学の精神」の活動で
地域との交流を密接に
編集部◦みなさん、様々な展望を描いてい
らっしゃいますね。ではそれに向け、今後
10年間の方針、抱負についてもお聞かせ願
えますか。
日髙理事長◦躍進するには、社会に出た時
に活躍できる人材の確保が必要と考えてい
ます。志願者数は大学の心臓の鼓動だと、
ずっと言ってきました。志願者が集まらな
いと大学経営はできないし、研究教育の基
盤がなく、それが減っていくということは

徐脈を意味します。
　幸いにして昨年度は目標の５万を超えて
約５万9600人という志願者を集めました。
今年はおそらく６万を超えるのではと思い
ます。競争率だけ高くても意味がなく、伸
びる人材を大学に入れ込んで、得意とする
ところを成長させる仕掛けをつくっておか
ないと躍進はないでしょう。そのための入
試のやり方をだいぶ変えてきました。何を
やりたいかという目標を持った人達を確保
するため、入り口を間違えてはいけない。
だから入試が難しくなるのも善し悪しだと
思うんです。そのあたりの仕掛けを真剣に
考えなければいけないと実感しています。
　もう一つ、国際交流については、130年
の時に「黒潮ラインの国際交流」＊1につい
て主張してきましたが、これはおおよそ出
来上がってきました。アジア諸国の国造り
にも貢献すべく、各国との国際交流が盛ん
になってきましたが、留学生の受け入れも
さることながら、研究者をいかに育てて母

佐々木学長◦明けましておめでとうござい
ます。本年は、神田新校舎、学部の改組、
新学部の設置というこれまでの10年の歩
みが結実する年となります。これが到達点
ではなく、インフラストラクチャーの完成
を見たことで、新たな出発点になります。
そこにコンテンツ、ソフトを組み込み、魅
力あふれる大学を目指すという決意を新た
にしております。
尾池学長◦明けましておめでとうございま
す。石巻専修大学は昨年、無事に創立30周
年を迎え、記念式典、および祝賀会等を滞
りなく終え、一区切りといった心境でした。
新たな年を迎え、今後の10年を見据えた改
革として、中長期ビジョンの具体的な骨子

大学改革を実現し
150周年へと向かう
編集部◦みなさま、新年明けましておめで
とうございます。まずは校友のみなさまに
年頭のご挨拶を頂戴できればと思います。
日髙理事長◦新年明けましておめでとうご
ざいます。本年は専修大学140周年となる
重要な節目の年を迎えました。昨年は石巻
専修大学が30周年を迎え、お祝いが続きま
す。大学改革を継承し、次の10年へ向かう
重要なキックオフとなるこの1年、特に気
を引き締めて、尽力していきたいと思いま
す。みなさま、ご協力のほど何卒よろしく
お願いいたします。

の立案はすでにスタートしています。令和
３年４月を目指す新学科の設立、また理工
学部、人間学部の改革を進めるなど、実り
ある一年にしたいという思いでおります。
みなさま、何卒よろしくお願いいたします。
小宮会長◦皆さん、新年おめでとうござい
ます。今年は東京オリンピック・パラリン
ピックが開催され、明るく活力あふれる一
年になることを期待しています。また、春
には専修大学創立140周年記念事業が全て
完了します。神田キャンパスを中心とした
専修大学の更なる発展の年がスタートする
のだと感じています。石巻専修大学も昨年
30周年を迎え、一層の発展を期待したいと
思います。全校友のみなさん、引き続き一

創立140周年までは大学改革の基礎整備。
150年に向け教育体制の質を高める

─日髙理事長

翔べ鳳！
建学140年・
そして150年へ

新 春 特 別 座 談 会

本年、専修大学は創立140周年、石巻専修大学は昨年
創立30周年を迎え、それぞれ次の節目である150年、
40年を目指し、飛躍の第一歩を踏み出す一年になりま
す。また、新学部設置やカフェの併設など、さまざまな
期待にあふれる神田キャンパス・10号館も、いよいよ４
月より運用。そんな2020年の幕開けに、今回は新春特
別企画として、未来へ向けた大学構想とその実現への
動き、また校友会として協力体制をどのように築きあげ
ていくのか。余すところなく語っていただきました。

日髙義博
学校法人専修大学理事長

佐々木重人
専修大学長

尾池　守
石巻専修大学長

小宮多喜次
専修大学校友会長

飛躍の2020年がスタート。
この先10年を見据えるリーダー4人の視点

日髙義博　学校法人専修大学理事長

最上階に交流ラウンジ「鳳サロン」が設置される建設中の神田新校舎「専修大学140年記念館」を背に
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大学は大変な苦労をしてきました。校友会
には物心両面で支えを頂いていますが、実
は30年前の創立時にも校友会から多額の
寄付を頂きました。その費用でキャンパス
に桜の木を約1000本植樹しました。現在は
見事な桜の名所になり、地域のみなさんが
お花見に訪れ、心を癒す場所になっていま
す。生田の山も桜の名所です。枡形山から
キャンパスにかけて見事な桜が咲き誇りま
す。ところが神田校舎だけが桜に無縁でし
た。今回、神田キャンパスの入り口には、
小宮先生から個人のご寄付で見事なソメイ
ヨシノを寄贈いただきました。これで、ど
のキャンパスでも桜を見ることができます。
　校友会の代表として、また校友のお一人
として、小宮会長には心より御礼を申し上
げます。小宮先生、ありがとうございます。
小宮会長◦いえいえ、とんでもありません。

桜については卒業、入学のシーズンに欠か
せないシンボルになると思い、寄贈いたし
ました。卒業で母校を離れてしまうと、ど
うしても距離が遠くなりがちですが、新キ
ャンパスの桜を見かけた時、またはどこか
まったく違う場所で桜を見た時に、母校を
思い出して欲しい、そんな気持ちもありま
したね。
　佐々木学長のお話にもありましたが、こ
れから神田キャンパスを中心に、学生街が
新たにつくられることを実感しています。
カルチェラタン構想のシンボルとして桜の
木が人々の印象に残り、専修大学と桜を結
び付けてもらえたら幸いです。桜の木が根
をしっかり張るように、大学と地域の関係
が親密になれたらいいですね。校友会とし
ても、大学を支援すると共に各種の行事に
地域とのつながりを一層強めていきたいと
考えています。
日髙理事長◦ありがとうございます。新校
舎については、校友会のご寄付をいただき、

にも大きな影響を及ぼすものと実感してい
ます。日髙理事長、佐々木・尾池両学長の
お話を伺い、将来に向けた発展への取り組
みと、そのお気持ちに感銘を受けました。
私たち校友会としても、先生方と同様に、
未来に向けて、積極的な活動をしていく必
要があると考えます。
　校友会は3年前の2017年に創立130周年
を迎え、専修大学と共に長い歴史を歩んで
きました。創立以来、「校友会員相互の親
睦を図ること」「大学の発展に寄与するこ
と」という２つの目標を掲げ、これまで連
綿と受け継いできました。今後もこれにつ
いては継承していきながら、校友会員一人
ひとりが持つ「母校愛」をいかに満足させ
るか、いかに「絆」を強く結びつけられる
かを中心に考え、活動していきたいと思い
ます。
　そのような意味で最も大切なことは、校
友会活動の基本である支部活動をさらに活
性化していくことです。活動が盛んであれ
ばあるほど、校友にはもちろん、在校生や
若い校友にとっても、自分達には「専修大
学があり、校友会の仲間がいるのだ」と実
感していただけると信じています。
　これからも支部と本部、あるいは会員
個々人と本部との意思疎通や情報連絡を密
にして、効果的な方策を考えて実施してい
きたいと思います。
日髙理事長◦小宮会長、ありがとうござい
ます。実は校友会から、専修大学創立140
周年、石巻専修大学創立30周年記念事業へ
の募金を頂きました。総額１億1300万円
もの多額の寄付で、これは校友会のメンバ
ーが大学に対し、どのような思いを持って
いるかの証だと私は受け止めています。寄
付は多数いただいておりますが、個人、企
業等を含めて校友会が１番バッターであり、
これは本当にうれしかったですね。感謝し
ております。資金は生田校舎、神田校舎、
石巻専修大学の環境整備において有難く使
わせて頂いております。
　大学として、改革を進めていますが、東
日本大震災で多大な被害を受けた石巻専修

最上階となる16階の一部に「鳳サロン」が
つくられます。校友会、育友会、あるいは
学校関係者が会合などを行えるサロンです。
大学にこんなところがあるのか、という雰
囲気のスペースになっていますので、校友
のみなさんにぜひご利用いただきたいです
ね。どのような使用形態、管理形態になる

かは決まり次第ご報告いたします。

学部、学科の改革を進め
充実した教育課程をつくる
編集部◦ありがとうございました。では最
後に専修大学、石巻専修大学、校友会がい
かに動くのかについて教えてください。ま
たみなさまの個人的な今年の目標について
もお願いします。
日髙理事長◦なにを置いても150年に向けて
突進をしなくてはいけないと。飛躍するた
めに法人として打つべき手を打ちたい、ま
た財政的に研究教育をどう支えていくのか。
それらをやらないといけないと実感してい
ます。
　個人的には専修大学の教員を退職し、残
したままの研究をやり遂げようとしていま
す。ここ１年半ばかりは、朝は５時か５時
半に起きて原稿を書いているんです。１日
も休まずに続けていますが、これが今年、
体系書として日の目を見ることができそう

　また、国連主導で2030年までの国際目
標SDGs＊2が掲げられています。世界で大
きなうねりとなっている運動ですが、何も
特別なことをするのではなく、普段の営み
の中で工夫したり、省エネをしたり、人を
思いやって気を遣うといった行動をとるこ
とです。専修大学としては、今後10年の背

骨になるような目標の一つとして捉え、生
田、神田両キャンパスの特徴に基づく
SDGsの活動を全学教職員、学生含めて進
めていくことが必要だと思っています。石
巻専修大学、付属高校、校友会、育友会と
も連携できる活動も多くあると思います。
現在、実際に司令塔となる組織を立ち上げ
たところで、今後活用していきたいと思っ
ています。
尾池学長◦先日、石巻市と同じ規模の宮城
県大崎市の方に「石巻には大学があってい
いですね」と声をかけられました。驚いて
「何故ですか？」と聞くと、復興やボラン
ティアのセンターとして機能し、国からの
補助も受けやすい、いわばシンボルのよう
な役割になっているから、ということでし
た。宮城県ではほとんどの大学が仙台市に
ありますが、私たちが思っているよりも石
巻専修大学が周辺から認知をされているこ
とを実感しました。そうであれば、石巻の
方、在校生、卒業生にも「石巻専修大学が
あるから自分達も頑張れる」という意識を
持って欲しい、そのための大学をつくって
いきたいと思います。
　総合大学として理工系では資源関連、経
営ではマーケティング、まちおこし、人材
教育、文化発信を行っています。また人間
学部では英語教員養成のための教職課程も
創設しています。これらを発信することで、
明確な希望とか、自分がやりたいことを伸
ばすことをしたい学生が集まり、満足度も
大きくなっていく。「石巻に行けばやりた

国に帰すか、この橋渡しを目指し、人との
連携の継続性を確立して、真の意味での国
際交流を目指したいと考えています。
　大学改革において、データサイエンスは
避けて通れない問題ですが、それに加えて、
社会に出てから有用な人材、社会構造を支
える柔軟な人材を育てることは私学にしか
できないと私は思うんです。社会状況がク
ルクル変わって、大学の存在意義も役割も
変わっていきますけれども、私学は永久に
変わらないというのは「建学の精神を背負
う」というこの1点なんですよね。国公立
にはないこの点を大学改革にジョイントさ
せて、教育、研究にバックアップする法人
活動をやるべきと思っています。
佐々木学長◦生田キャンパスにはデータサ
イエンス系の研究者が多くいます。個人研
究費、研究助成費という制度がありますが、
大学からテーマを提案し、研究、プレスリ
リースを条件にした研究助成制度を新設し
ました。このような積極的な施策により生
田キャンパスのブランド化を目指します。
　神田キャンパスにおいては地域との共生
を目指し「神田神保町カルチェラタン」と
いう名称で、新たな学生街をつくることを
目標にしています。カルチェラタンはご承
知の通り、パリの学生街を象徴する言葉で
すが、学生街らしい雰囲気と佇まい、それ
を楽しむ近隣の人たち、世界からやってく
る旅行者や留学生が、この地域を楽しめる
場所にする。そのための文化面の発信など
にも新校舎は大いに貢献する舞台になるで
しょう。

いことができる」「自分の能力を伸ばして
もらえる」そんな共通認識が高校生、在校
生、卒業生に芽生えることを目指していま
す。
　そのためには様々な障がいを抱える方へ
のケアも重要です。身体の障がいはもちろ
ん、震災の影響による心の障がい、これま

で意識されなかった発達障がいなど、そう
いったケアを行うことも今後は重要になっ
てくると感じています。

校友会念願のサロンが
新校舎最上階に誕生
編集部◦専修大学創立150年、石巻専修大学
創立40年への方針、抱負についてお尋ねし
ました。ありがとうございました。日髙理
事長、佐々木学長、尾池学長のお話を受け、
校友会はどのように関わり、活動していく
のか、小宮会長、お願いいたします。
小宮会長◦はい、これからの10年間は専修
大学にとって非常に重要な期間になると思
います。というのも、少子高齢化や働き方
改革など、誰も経験したことのない社会の
変化が訪れ、大学教育の在り方、学校経営

総合大学として何を学び、どう成長できるか。
入学後の学科選択も可能な仕組みづくりを

─尾池学長

インフラストラクチャーの完成により、
ソフトを充実させ、さらに魅力ある大学へ

─佐々木学長

建設中の神田10号館（専修大学140年記念館）
2019年10月撮影

佐々木重人　専修大学長 尾池守　石巻専修大学長

新 春 特 別 座 談 会

＊2：SDGs　持続可能な開発目標。2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミットで採択
された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標（外務省ホームページより）
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集まりすぎ、私が教室で受験番号票を懸命
に手でちぎり、机に張り付けていました
（笑）。正夢になればいいなと思っています。
尾池学長◦私も目標からお話ししますと、や
はり入学定員の充足が第一となります。そ
のために今準備しております経営学部の新
学科を令和３年の４月に開学できるように
準備を行い、それを目標に掲げています。
　以前、人間学部をつくり、理工学部２学
科を改組しましたが、つくったことで満足
してしまわなかったか？　と疑問を抱いて

います。中身をととのえることと、教育カ
リキュラムと教務に対するアフターケアが
少し弱かったのかなという気がします。学
科の教務内容を4年間かけてつくっていか
なければ、それに続く改革も評価されない
し、学科も評価されません。そのため着実
に進めていきたいと思います。
　石巻専修大学の桜は創立以来、総計約
1000本が植樹されましたが、30年が経過
した現在は500本となり、うち350本がソ
メイヨシノで、10種類以上の桜が咲き誇り
ます。30年ほどの桜が最も見ごろだそう
で、非常に壮観です。その桜の下で学生さ
んが楽しく遊び、学べるよう充足をはかっ
ていきたいですね。
小宮会長◦今年は校友会、そして私の夢で
もあった「鳳サロン」が10号館の最上階で
ある16階の見晴らしの良い場所に開設さ
れるということで、すでに夢が叶ったかの
ような気持ちでおります（笑）。校友をは
じめ、オール専修の皆さんで使わせていた
だきますが、このサロンの有効活用が校友
会活動の新たな一助となるよう、校友皆さ
んのご意見を頂きながら、大学、育友会な
どと連携、相談をし、じっくり考え、活用
方法を実践していきたいと思います。
　校友会としては本年が専修大学創立140
周年の節目となるため、昨年に引き続き、

です。刑法の総論の体系書は書きましたが、
各論の体系書の刊行を予定しています。研
究者になった以上は研究者としてのけじめ
をつけて去らないといけない。責任を果た
そうと努力しています。
佐々木学長◦国際コミュニケーション学部
という新しい学部が出来上がり、商学部が
神田に移転します。また経済学部は、経済
学科が現代経済学科と生活環境経済学科に
再編され、国際経済学科とあわせて３学科
体制になります。140周年に向けて、我々
が描いてきたこれらのスキームを確実に運
用していくという目標があります。
　それに付随した様々な活動がありますが、
まず体育会の学生に対するサポートです。
ＵＮＩＶＡＳという大学スポーツ協会主導
で、単位を取らないと試合出場を制限する
といったルールが検討されています。現場
の先生からは、試合に出るため授業に出ら
れないスポーツ系の学生がおり、その対応
に苦慮するといった話も聞かれます。そこ
で体育会学生に対する学習支援制度を始め
る動きがあります。
　また先ほど尾池学長からもお話がありま
したが、潜在的に障がいを抱えている学生
がいるという実態があります。身体的障が
い、精神的障がいの両面がありますが、そ
れらの支援についても今後さらに求められ
ます。これだけ大きな大学で、多数の学生
が集まるため、４月から障がい学生支援室
を立ち上げ、学校としてしっかりサポート
をしていく所存です。
　個人的な目標といいますか、学長として、
やはり入学志願者が前年度よりも１人でも
多く集まることを目指しています。実は夢
で見たのですが、入試当日に志願者が多く

大学への物心両面にわたる協賛を全国の校
友に呼びかけていきます。
　同時に永遠の課題ですが、支部行事出席
者の増加による支部活性化をいかに取り組
んでいくか、地域の実情を踏まえながら検
討していく必要があります。特にこれから
は60代、70代の元気な高齢者が増加してき
ますので、若年、中年層の校友をお誘いす
ることに合わせて、高齢者の校友も積極的
に交流の場へお誘いしたいと考えています。
　私も80歳を超えましたので、健康維持が
最も大切だと思っており、そのために、今
年も中学時代の親友と共に年２回、当日に
行先を決める「ぶらり旅」へ出かける予定
でおります。専修大学はスポーツでも大い
に活躍していますので、今夏の東京五輪で
は卒業生も含め、ぜひ選手として出場する
ことを期待しています。昨年はラグビーワ
ールドカップで大いに盛り上がりました。
専大ラグビー部も昨年から念願の関東リー
グ戦１部で活躍しています。この勢いを駆
って、箱根駅伝出場、東都大学野球リーグ
１部昇格を果たしてほしい！　学問と合わ
せ、スポーツで活躍することの効果は大学
にとっても、校友会にとっても絶大です。
校友会も強力に応援を続けますので、ぜひ
実現してもらいたいと思います。

（神田キャンパス理事長室にて）

新校舎サロンを校友会として有効活用。
校友への新たな情報発信を目指す

─小宮会長

小宮多喜次　専修大学校友会長
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